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概要：本講演では、対話システム関連タスクの国際シェアードタスクとして行っている Dialog System

Technology Challenge 10 (DSTC10) について述べる。まず DSTC の歴史的経緯について説明し、今回提
案されたタスクの詳細や、シェアードタスク・ワークショップの今後の方向性について議論する。

1. はじめに
Dialog system technology challenge（DSTC）は、元々

は dialog state tracking challenge という名前で、 dialog

state tracking （DST; 対話状態推定）のオープンベンチ
マークに対するシェアードタスクとして始まった [1]。その
後、第 5回までは DST のシェアードタスクとして、マル
チドメインへの対応 [2]、未知ドメインへの適応 [3]、知識
ベースへのアクセス [4]、多言語的応 [5]などの課題をもっ
てベンチマークを構築してきた。これらのデータは DST

に関するオープンベンチマークとして様々な研究で利用さ
れ、その思想は MultiWOZ [6], [7], [8]へと継承された。
一方 DSTC は第 6回 [9]からより広範な対話関連タスク

を対象とする目的で現在の dialog system technology chal-

lenge へと名前を変え、DST だけでなく対話応答生成や破
綻検出などを広範にカバーするようになった。また、第 6

回からの大きな変化はタスクの公募を行うことで様々な企
業が参入する形になったことで、これまでに Facebook、三
菱、NTT、IBM、Microsoft、Google、Amazon、WeChat

などの国際企業がタスク提案と同時にデータセットの作成
に参与するようになった。これ以外にもいくつかの大学か
らのタスクも採択されており、企業と大学が組んでオープ
ンベンチマークを作成するようなケースも見られるように
なった。これは対話システム研究のオープンサイエンス化
という観点からは非常に重要な変化であり、また対話シス
テム研究がより実世界で役立つ可能性について議論され始
めてきた証でもある。これ以降、第 7回からは毎年 12月か
ら 2月頃にタスク公募、5月から 9月頃にシェアードタスク
の開発・検証フェーズを行い、次の年の国際会議 AAAI で
ワークショップを行うという流れが定着して [10], [11], [12]
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今回で第 10回目の開催となる。
多様な企業、大学、研究機関等から様々なタスクが提案

されることにより、対話データのオープン化は大きく進
んだ。一方で、行われるタスクが企業が推進する特定のプ
ラットフォームやタスク定義に偏ってしまうという問題や、
主たる開発フェーズの時期から参加者の偏りが見られるな
ど、様々な問題も議論されるようになっている。また、対
話研究において真に必要とされるオープンベンチマークは
何かということについても、継続的な議論が必要である。
加えて、基本的にこうしたシェアードタスクは英語のデー
タで行われるため、日本での対話研究・対話システム開発
に役立てるためには、どのようにローカライズ・翻訳を行
うかという点も重要である。本講演では第 10回目で行わ
れたシェアードタスクの概要と、今後求められる対話シス
テム研究のオープンベンチマークについて議論する。
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